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号
８９

「
月
ノ（
の
）形
象
」

「
和
歌
山
美
術
館
が
鷹
山
版
画
を
二
点
譲
っ
て
下
さ
る
そ
う
で

す
」と
、い
つ
も
冷
静
な
学
芸
員
大
池
が
少
し
興
奮
し
て
報
告
し
て

き
た
の
は
、
今
か
ら
十
年
前
の
話
で
あ
る
。

父
は
、「
何
枚
も
摺
れ
る
版
画
は
価
値
が
薄
い
」と
言
っ
て
、
納
得

す

す
る
摺
り
が
一
枚
仕
上
が
る
と
元
版
木
を
割
っ
て
い
た
。
多
色
摺
り

は
何
枚
も
彫
り
上
げ
る
の
で
当
然
採
算
が
と
れ
る
部
数
を
摺
る
。

浮
世
絵
版
画
の
よ
う
に
、
絵
師
、
彫
師
、
摺
師
と
専
門
職
人
が
分

業
し
て
い
た
と
き
な
ら
と
も
か
く
、
明
治
以
降
一
人
で
三
役
を
担
う

版
画
家
た
ち
は
大
仕
事
を
し
て
い
る
。
父
の
版
画
作
品
は
一
点
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
た
私
は
、
半
信
半
疑
で
そ
の
話
を
聞
い
て
い
た
が
、

す
ぐ
さ
ま
和
歌
山
か
ら
二
点
と
も
送
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
木
版
「
月
の
形
象
」は「
対
」に
な
る
油
彩
「
月
ノ
形
象
」が
あ

る
。
一
九
三
二
年
、
父
を
は
じ
め
と
す
る
二
科
会
の
若
手
前
衛
作

家
た
ち
が
結
成
し
た「
新
油
繪
の
会
」
第
一
回
展
に
、こ
の
油
彩
の

「
月
ノ
形
象
」が
出
品
さ
れ
た
。

「
形
象
」と
は「
美
的
な
対
象
と
し
て
の
モ
ノ
の
姿
」「
感
覚
器
官

で
捉
え
ら
れ
た
物
の
姿
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
天
照
大
神
の
弟
、
月

神
で
月
読
尊
（
つ
き
よ
み
の
み
こ
と
）の
よ
う
に
、
元
来
日
本
に
お
い

て
月
は
男
性
名
詞
で
あ
る
が
美
の
対
象
は
性
別
に
関
係
は
な
い
。

二
枚
の「
月
ノ（
の
）
形
象
」を
じ
っ
と
見
る
と
実
に
不
思
議
な
月

の
輪
郭
で
あ
る
。「
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
」の
よ
う
に
無
限
に
廻
っ
て
い
る
。

り
ん
か
く

描
か
れ
て
い
る
の
は
花
か
人
物
か
不
明
で
あ
る
が
、
何
と
な
く
美
し

く「
美
的
対
象
」と
な
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

美
術
館
の
根
幹
で
あ
る
収
蔵
作
品
が
、
収
集
主
旨
と
異
な
り
雑

多
雑
然
で
あ
っ
て
も「
了
」と
し
て
い
る
館
も
あ
れ
ば
、
所
有
作
品
の

幸
せ
を
常
に
願
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
懐
の
深
さ
を
持
っ
た
美
術
館
も

あ
る
の
だ
と
、
和
歌
山
美
術
館
に
示
教
を
受
け
た
。
館
長
は
じ
め
、

学
芸
課
長
、
担
当
学
芸
員
に
は
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。

小
さ
な
町
の
小
さ
な
美
術
館
で
あ
る
が
、
恩
義
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
志
高
い
美
術
館
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
、
改
め
て
思
う
。

館
長

鷹
山

ひ
ば
り
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田
中
洋
子
・
七
戸
町

偕
楽
園
は
日
本
三
名
園
だ
け
あ
っ
て
建

造
物
、
お
庭
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

ホ
キ
美
術
館
で
は
画
家
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
を
活
か
し
、
人
物
の
髪
１
本
１
本
、

肌
の
し
わ
ま
で
細
部
に
わ
た
っ
て
表
現
し

て
い
て
、
感
動
し
ま
し
た
。
２
日
目
は
成

田
空
港
の
側
の
ホ
テ
ル
で
飛
行
機
が
飛
び

か
う
所
を
見
な
が
ら
の
食
事
で
、
初
め
て

の
経
験
で
豪
華
な
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
又
の
機
会
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

戸
舘
榮
一
・
七
戸
町

五
浦
の
六
角
堂
の
ほ
か
笠
間
日
動
美
術

館
、
ホ
キ
美
術
館
で
は
、
す
ば
ら
し
い
作

品
に
感
動
を
新
た
に
。
川
村
美
術
館
で
は

屋
外
彫
刻
も
楽
し
め
ま
し
た
。
思
わ
ず
舌

鼓
を
打
っ
た
ラ
ン
チ
や
成
田
空
港
発
着
の

ジ
ェ
ッ
ト
機
を
眺
め
、
は
る
か
パ
リ
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
の
夕
食
は
絶
品
。
眼
も

舌
も
楽
し
め
た
３
日
間
で
し
た
。

戸
舘
洋
子
・
七
戸
町

お
天
気
に
恵
ま
れ
た
、
と
て
も
満
足

（
ま
ん
ぷ
く
）
な
３
日
間
で
し
た
。
絵
画

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
食
事
も
特
に
ラ
ン

チ
は
器
も
お
洒
落
で
本
当
に
素
敵
な
ア
ー

ト
の
旅
で
し
た
。
写
真
を
お
見
せ
出
来
な

い
こ
と
が
残
念
で
す
。

中
野
久
子
・
十
和
田
市

今
回
の
美
術
鑑
賞
の
旅
は
「
個
人
で
出

か
け
る
に
は
、
や
や
こ
し
い
場
所
に
あ

り
」
い
つ
も
気
が
か
り
で
し
た
。
念
願
叶

い
、
天
心
、
大
観
等
の
美
術
研
究
所
、
六

角
堂
や
海
辺
の
景
色
等
見
学
出
来
感

激
！
！
二
日
目
、
三
日
目
も
同
じ
く
来
て

良
し
、
見
て
良
し
、
食
べ
て
良
し
で
し
た
。

謝
々
。
次
回
は
伊
豆
、
伊
東
、
天
竜
市
に

あ
る
美
術
館
巡
り
も
検
討
下
さ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

中
村
昭
雄
・
弘
前
市

海
の
外
も
と
思
う
。
足
、
腰
が
「
早
い

ほ
う
が
い
い
よ
」
と
言
っ
て
来
る
の
だ
が
。

オ
ッ
ト
ッ
ト
脳
も
だ
。
今
の
世
情
で
は
な

あ
ー
と
返
答
し
て
い
る
。

中
村
規
和
子
・
弘
前
市

ま
た
行
く
よ
。
足
腰
に
言
い
聞
か
せ
て

い
ま
す
。

中
村
初
子
・
十
和
田
市

五
浦
の
風
景
が
と
て
も
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。
一
人
で
行
く
に
は
大
変
な
所
な
の

で
、
計
画
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
で
す
。
食

事
も
美
味
し
く
楽
し
く
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
楽
し
い
ツ
ア
ー
計
画
を
待
っ
て
い

ま
～
す
。

中
村
登
美
子
・
八
戸
市

友
の
会
の
企
画
さ
れ
た
鑑
賞
地
は
普
段

な
か
な
か
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
に
く
い
所
。

美
術
館
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
に
付
随
し
た

ホ
テ
ル
、
特
に
食
事
（
料
理
）
は
芸
術
的

で
感
動
的
で
し
た
。
「
感
性
に
筋
力
を
つ

け
よ
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
実
践
す
る

た
め
に
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
く
れ
た
家
族

に
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
愉
し
み
な

が
ら
年
を
重
ね
て
行
き
た
い
。

浜
田
玲
子
・
十
和
田
市

初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
美
術
館
な

ら
で
は
の
企
画
で
個
人
で
は
な
か
な
か
行

け
な
い
美
術
館
巡
り
と
美
味
し
い
食
事
、

大
変
満
喫
し
た
旅
で
し
た
。

原
田
恵
美
子
・
東
北
町

何
が
楽
し
い
か
、
と
言
っ
て
、
家
か
ら

３
日
も
離
れ
る
こ
と
の
楽
し
さ
よ
！

個
人
で
は
と
て
も
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

美
術
館
を
巡
る
の
で
す
か
ら
、
な
お
さ
ら

で
す
。
お
食
事
も
美
術
館
も
ホ
テ
ル
も
感

謝
に
つ
き
ま
す
。

川
村
念
美
術
館
で
の
学
芸
員
さ
ん
の
説

明
は
と
て
も
わ
か
り
易
く
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
ど
っ
と
は
れ
！

平
成

年
度
研
修
旅
行「
茨
城
・
千
葉
美
術
鑑
賞
の

２９

旅
」（
６
月

日
～

日
実
施
）に
参
加
さ
れ
た
会
員

13

15

名
の
方
々
か
ら
一
言
感
想
文
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た

20の
で
前
号
に
続
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

DIC川村美術館

ホキ美術館

笠間市・春風萬里荘
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青
森
県
内
の
小
中
学
生
に
作
品
を
公
募

し
た
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
「
鷹
山
賞
児
童
作
品

展
」
は
、
鷹
山
宇
一
の
画
業
を
顕
彰
す
る
と

と
も
に
、
「
子
ど
も
た
ち
の
感
性
は
風
土
の

中
で
培
わ
れ
る
」
と
の
精
神
の
下
、
新
し
い

時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
制
作
体
験
を

と
お
し
て
豊
か
な
感
性
を
養
い
、
自
由
な
創

造
の
喜
び
を
体
現
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

開
催
し
、
今
年
で
第
１
７
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。 

 

応
募
総
数
は
５
７
団
体
か
ら
７
４
４
点
。

そ
の
中
か
ら
入
賞
２
８
点
、
入
選
７
４
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。 

  

１１
月
１１
日
（
土
）
に
「
入
賞
者
授
賞
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
入
賞
に
輝
い

た
２
８
名
を
讃
え
て
行
わ
れ
た
授
賞
式
で

は
、
多
く
の
来
賓
、
保
護
者
、
学
校
関
係
者

の
方
々
が
見
守
る
中
、
入
賞
者
に
賞
状
と
副

賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
、
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
大

き
な
声
で
返
事
を
し
、
賞
状
を
受
け
取
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

審
査
委
員
長 

濱
田
進
先
生
か
ら 

 
 

鷹
山
賞
も
早
１
７
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

作
品
傾
向
も
、
日
常
生
活
を
テ
ー
マ
に
し
た

も
の
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
た
明
る

い
色
調
の
作
品
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
特

に
今
回
の
作
品
の
中
に
は
、
も
う
児
童
絵
画

と
は
言
え
な
い
描
写
、
表
現
を
多
々
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
又
作
品
の
中
に
は
人
の
心

を
癒
し
て
く
れ
る
作
品
も
有
り
、
鷹
山
賞
の

領
域
の
広
さ
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
七
戸
町
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
の
と

同
様
に
、
子
供
た
ち
の
見
方
、
捉
え
か
た
、

表
現
の
仕
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
だ

と
確
信
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
多
様
性
に
合
わ
せ
て
美

術
館
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
勉
強
し
、
鷹
山
賞
が

子
供
た
ち
の
励
み
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。 

          

                             

    

一
般
財
団
法
人 

日
本
品
質
保
証
機
構

（J
Q

A

）
と
国
際
認
証
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（IQ
N

e
t

）
が
主
催
す
る
本
展
覧
会
は
、
世
界

中
の
７
歳
か
ら
１
５
歳
ま
で
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、
地
球
環
境
世
界
児
童
画
コ
ン

テ
ス
ト
を
１
９
９
９
年
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
募
集
テ
ー
マ
は
「
地
球
は
誰

の
も
の
？
」
で
す
。
世
界
各
国
の
子
ど
も
た

ち
が
い
ろ
ん
な
思
い
を
絵
に
込
め
て
い
ま

す
。
本
展
で
は
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
７
０

点
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

是
非
美
術
館
で
、
多
く
の
方
に
子
ど
も
た

ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。 

   

鷹
山
賞
受
賞
作
品 

１１
／
１１
（
土
）
入
賞
者
授
賞
式 

９／２８、２９審査会の様子 

今回集まった作品も力作ばかり。審査委員を

務めてくださった町長・議長・教育長も子ど

もたちの自由な発想・表現力に驚いていまし

た。 

↑寺戸裕亮くん「絶景だった函館夜景」(水彩)  

八戸市立白鴎小学校６年 

↓
三
上
直
く
ん
「
奇
跡
」（
版
画
） 

青
森
県
立
三
本
木
高
等
学
校
附
属
中
学
校
３
年 

【地球環境特別賞】受賞作品 

大川心暖さん 愛媛県 小学校４年 

 

【
併
催
】 

「
第
１
７
回
地
球
環
境 

世
界
児
童
画
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
展
」 

皆さんのドキドキがこちらまで伝わっ

てくるようでしたが、とても立派に賞状

を受け取っていました。受賞された皆さ

ん、本当におめでとうございます！ 
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２
０
１
７
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か

と
な
り
、
鷹
山
宇
一
先
生
を
偲
ぶ
「
遊
蝶
記
」

も
１
７
回
目
を
数
え
ま
し
た
。 

 

鷹
山
宇
一
先
生
は
、
１
９
９
９
年
１
０
月

２
５
日
、
画
家
と
し
て
の
人
生
を
全
う
し
、

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
遊
蝶
」
は
鷹
山
先
生
の
代
名
詞
的
作
品

名
「
遊
蝶
・
花
」
か
ら
、「
記
」
は
い
つ
ま
で

も
忘
れ
な
い
と
願
い
を
込
め
て
、「
遊
蝶
記
」

と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

鷹
山
先
生
は
、
家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
お

誕
生
日
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
い

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
当
館
で
は
、
鷹
山

先
生
の
お
誕
生
日
、
１
２
月
１
０
日
を
記
念

日
と
定
め
、「
遊
蝶
記
」
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。 

 

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
と
、
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ー
の
歌
を
歌
い
、
お
誕
生
日
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
さ
れ
た
皆
様

に
は
今
年
１
年
を
振
り
返
り
、
新
し
い
新
年

へ
の
抱
負
を
一
言
ず
つ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

和
や
か
な
雰
囲
気
に
会
場
は
包
ま
れ
、
鷹

山
先
生
も
き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 
  

 
 

                            

        

会
期
：
２
／
１
０
（
土
）
～
３
／
１
１
（
日
） 

 

二
科
青
森
支
部
結
成
６
０
周
年
を
記
念

し
て
青
森
支
部
創
立
会
員
を
は
じ
め
と
し

て
、
現
在
に
至
る
支
部
同
人
の
二
科
出
品
作

品
、
並
び
に
二
科
会
会
員
等
の
作
品
を
一
堂

に
集
め
展
示
し
ま
す
。 

 

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】 

「
絵
画
と
ピ
ア
ノ
の
し
ら
べ
」 

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト 

２
／
１
７
（
土
） 

開
場
・
１
４
時
３
０
分 

開
演
・
１
５
時 

演
奏
者
・
西
村
由
紀
江
（
ピ
ア
ノ
） 

会
場
・
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
（
ス
ペ
イ
ン

民
芸
資
料
館
） 

【
チ
ケ
ッ
ト
】 

大
人
前
売
り
４
，
０
０
０
円
／
当
日
４
，
５

０
０
円
／
中
高
生
１
，
０
０
０
円
／
小
学
生

以
下
無
料 

コ
ン
サ
ー
ト
主
催
・
二
科
青
森
支
部 

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

二
科
青
森
支
部 

事
務
局
（SIR

建
設
計
画

事
務
所
内
）
担
当
：
木
村 

 
TEL

：
０
１
７
―
７
７
６
―
７
２
４
４ 

  

３
月
１
７
日
（
土
）
～
３
月
３
１
日
（
土
） 

「
第
７
７
回
国
際
写
真
サ
ロ
ン
展
」 

 
 

世
界
各
国
か
ら
写
真
表
現
や
画
像
加
工

を
駆
使
し
、
独
創
性
と
芸
術
性
に
富
ん
だ
写

真
作
品
の
「
国
際
写
真
サ
ロ
ン
」
か
ら
入
賞
・

入
選
作
を
展
示
し
ま
す
。 

 
 

休
館
日
の
お
知
ら
せ 

【
年
末
年
始
】 

 

１
２
月
２
９
日
（
金
）
～
１
月
２
日
（
火
） 

【
展
示
替
え
休
館
】 

 

１
月
２
２
日
（
月
）
～
１
月
２
４
日
（
水
） 

【
臨
時
休
館
】
（
館
内
整
備
の
た
め
） 

 

１
月
２
５
日
（
木
）
～
１
月
３
１
日(

水) 

※
職
員
も
不
在
と
な
り
ま
す
。 

【
定
休
日
】 

 

毎
週
月
曜
日 

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
し
翌
日

休
館 

 

遊
蝶
記 

美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

次
回
特
別
展 

「
二
科
青
森
支
部
６
０
周
年
記
念
展 

―
鷹
山
宇
一
と
二
科
の
仲
間
た
ち―

」 

最後に「遊蝶記」にお集まりいただきました皆

さんと鷹山先生を囲んで記念撮影。今年初めて

ご参加くださった方々、そしてお馴染みの皆様

もお見受けし、楽しいひとときとなりました。 

「
集
い
」の
様
子 

１２
／
１０
（
日
） 
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当
館
で
は
、
11
月
・
12
月
に
版
画
文
化
の
継
承

と
地
域
の
中
の
美
術
館
と
し
て
子
ど
も
達
の「
生
き

る
力
」
を
育
む
事
を
目
的

と
し
、
毎
年
、
日
本
版
画

院
青
森
支
部
長 

藤
谷
芳

雄
氏
に
依
頼
し
て
、
年
賀

状
木
版
画
教
室
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
11
月
25

日（
土
）・
12
月
２
日（
土
）

に
行
っ
た
教
室
の
様
子
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

★
☆ 

年
賀
状
木
版
画
教
室
【
１
日
目
】
☆
★ 

 

11
月
25
日
（
土
）
は
１
日

目
の
「
年
賀
状
木
版
画
教
室
」

で
す
。 

今
年
も
版
画
の
技
法
は

「
彫
り
進
み
木
版
画
」
で
す
。

始
め
に
講
師
の
藤
谷
先
生
か

ら
「
彫
り
進
み
木
版
画
」
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

※
「
彫
り
進
み
木
版
画
」
と
は
、
一
版
多
色
木
版

と
は
違
い
、
少
し
彫
っ
て
は
刷
り
、
ま
た
彫
っ
て
は

刷
る
と
言
う
よ
う
に
、一
枚
の
版
木
で
彫
り
進
め
な

が
ら
、
刷
り
を
行
う
版
画
で
す
。
そ
し
て
刷
る
際
に

は
そ
の
都
度
色
を
変
え
て
い
く
の
で
、多
色
版
画
に

な
り
ま
す
。１
日
目
は
版
木
に
考
え
て
き
た
下
絵
を

移
し
、
ど
こ
か
ら
彫
る
か
、
始
め
に
刷
る
色
は
何
に

す
る
か
を
藤
谷
先
生
と
相
談

を
し
て
、
全
員
が
彫
り
の
作

業
に
入
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

早
い
人
は
１
回
目
の
刷
り
ま

で
行
っ
て
１
日
目
が
終
了
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
作
品
を

見
て

い
た

ら
絵
柄
は
来
年
の
干
支
で

あ
る
「
戌
」
が
大
半
で
し

た
。
彫
り
の
作
業
が
多
か

っ
た
１
日
目
は
、
皆
さ
ん

彫
り
に
集
中
し
て
い
て
、

工
房
に
は
板
を
彫
る
軽
快

な
音
が
響
い
て
い
ま
し

た
。
２
日
目
の
完
成
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
。 

 
 ★

☆ 

年
賀
状
木
版
画
教
室
【
２
日
目
】
☆
★ 

 

12
月
２
日
（
土
）
は
２
日
目
の
「
年
賀
状
木
版
画
教

室
」
で
す
。 

 

２
日
目
は
彫
り
と
刷
り
を
繰
り
返
し
て
完
成
を
目

指
し
ま
す
。
家
で
、
出
来
る
と
こ
ろ
ま
で
彫
っ
て
き
た

方
が
大
半
で
、刷
り
の
作
業
か
ら
入
る
事
が
で
き
ま
し

た
。順
調
に
作
業
を
進
め
全
員
が
作
品
を
仕
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

初
め
て
「
彫
り
進
み
木
版

画
」
を
体
験
し
た
方
が
多
く
、

説
明
を
聞
い
た
だ
け
で
は

イ
メ
ー
ジ
出
来
ず
戸
惑
い

が
あ
り
ま
し
た
が
、
作
品
が

完
成
し
た
時
に
は
、
や
り
方

を
理
解
出
来
た
よ
う
で
し

た
。
是
非
、
来
年
も
参
加
し

た
い
！
と
の
声
が
上
が
り
、
と
て
も
楽
し
い
「
木
版
画

教
室
」
に
な
り
ま
し
た
。
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

藤
谷
芳
雄
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

  

 

お
も
て
な
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
随
時
申
込

い
た
だ
き
、せ
ん
べ
い
や
に
ん
に
く
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作

り
教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
11
月
・
12
月
は
、

せ
ん
べ
い
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
が
２
件
あ
り
ま
し
た
。 

 

◄ 七戸養護学校小学部3学年

の皆さんが館内見学とワ
ークショップに参加し、せ
んべいストラップをつく

りました。 

お

も

て

な

し

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ 

▲小学生の作品です ▲一般の方の作品です 

◄ 東北中学校保
健母親委員会

の皆様です。
せんべいとニ
ンニクの２種

類のストラッ
プをつくりま
した。   ▶ 

会場：2階工房 
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
 

美 
術 

館 

日 

誌 

 

  

◆

１０
月
◆ 

▼
１
日
（
日
）
自
衛
隊
青
森
県
遺
族
会

２６
名
来
館 

▼
６
日
（
金
）
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議 

（
遠
藤
／
七
戸
分
庁
舎
） 

▼
７
日
（
土
）
七
彩
会 

▼
１２
日
（
木
）
三
館
連
携
打
合
せ 

（
遠
藤
／
十
和
田
現
美
） 

▼
１４
日
（
土
）
藤
崎
町
生
涯
学
習
課

３４
名
来
館 

▼
１５
日
（
日
）
七
彩
会 

▼
１７
日
（
火
）
～
２０
日
（
金
） 

三
本
木
附
属
中
学
校
職
場
体
験 

▼
１７
日
（
火
）
～
１８
日
（
水
） 

兵
庫
県
立
美
術
館
出
張 （

館
長
） 

▼
１８
日
（
水
）
東
京
出
張
（
館
長･

遠
藤
） 

▼
１９
日
（
木
）
静
岡
出
張
（
館
長
・
遠
藤
） 

上
北
地
方
図
工
部
会
打
合
せ 

（
七
戸
小
教
頭
川
村
先
生
・
織
川
） 

▼
２０
日
（
金
）
七
戸
養
護
学
校
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
打
合
せ 

（
橋
本
先
生
・
織
川
） 

▼
２６
日
（
木
）
自
動
ド
ア
点
検
（
ナ
ブ
コ
） 

▼
２７
日
（
金
）
田
中
真
紀
子
講
演
会
出
席 

（
館
長
／
十
和
田
） 

藤
谷
芳
雄
先
生
４
人
展 

（
遠
藤
・
織
川
／
十
和
田
） 

▼
２９
日
（
日
）
照
法
寺
檀
家
１０
名
来
館 

 

◆
１１
月
◆ 

▼
１
日
（
水
）
タ
ミ
ヤ
展
打
合
せ 

（
Ｒ
Ａ
Ｂ
佐
々
木
局
次
長
・
館
長
・
遠
藤
） 

▼
２
日
（
木
）
職
員
健
康
診
断 

▼
５
日
（
日
）
渡
辺
貞
一
展
最
終
日 

▼
６
日
（
月
）
渡
辺
貞
一
展
作
品
返
却 

（
遠
藤
・
織
川
／
青
森
） 

▼
７
日
（
火
）
～
１０
日
（
金
） 

展
示
替
え
休
館 

撤
去
作
業
（
青
ス
タ
葛
西
氏
） 

▼
１１
日
（
土
）
第
１７
回
鷹
山
賞
児
童
画
作
品
展 

 
 
 

授
賞
式
・
開
催
式 

▼
１４
日
（
火
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
打
合
せ 

（
藤
谷
先
生
・
織
川
） 

▼
１５
日
（
水
）
老
人
福
祉
施
設
ボ
ナ
ー
ル 

８
名
来
館 

八
戸
常
現
寺
講
話
（
館
長
） 

▼
１８
日
（
土
）
東
北
中
母
親
委
員
会
6
名 

見
学
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
せ
ん
べ
い
・
に
ん
に
く
ス
ト
ラ
ッ
プ
」 

（
織
川
・
江
刺
家
／
美
術
館
２
階
） 

▼
１９
日
（
日
）
七
彩
会 

▼
２０
日
（
月
）
青
森
出
張
（
遠
藤
） 

▼
２２
日
（
水
）
作
品
返
却
立
ち
会
い
（
遠
藤
） 

 

タ
ミ
ヤ
展
打
合
せ 

（
タ
ミ
ヤ
大
石
氏
・
館
長
・ 

戸
舘
常
務
理
事
・
遠
藤
） 

▼
２４
日
（
金
）
七
戸
小
学
校
２
・
４
年
見
学 

全
国
流
鏑
馬
女
子
部

１９
名
来
館 

講
演
会
（
館
長
／
美
術
館
２
階
） 

 

▼
２５
日
（
土
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
版
画
で
年
賀
状
を
つ
く
ろ
う
！
①
」 

講
師 

藤
谷 

芳
雄
氏 

▼
２９
日
（
水
）
ＪＡＦ
青
森
支
部
会
員
優
待
施
設
連
絡
会
出
席 

（
館
長
／
青
森
国
際
ホ
テ
ル
） 

 

◆
１２
月
◆ 

▼
１
日
（
金
）
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議 

（
遠
藤
／
七
戸
分
庁
舎
） 

▼
２
日
（
土
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
版
画
で
年
賀
状
を
つ
く
ろ
う
！
②
」 

講
師 

藤
谷 

芳
雄
氏 

▼
５
日
（
火
）
七
戸
養
護
学
校
見
学
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

（
織
川
／
美
術
館
２
階
） 

観
光
連
盟
総
会
出
席
（
館
長
／
青
森
） 

▼
６
日
（
水
）
城
南
小
学
校
１
・
２
年
見
学 

▼
７
日
（
木
）
城
南
小
学
校
３
・
４
年
見
学 

▼
８
日
（
金
）
城
南
小
学
校
５
・
６
年
見
学 

講
演
会
（
館
長
／
三
戸
） 

▼
９
日
（
土
）
七
彩
会 

▼
１０
日
（
日
）
遊
蝶
記 

▼
１２
日
（
火
）
青
森
県
私
立
学
校
審
議
会
出
席 

（
館
長
／
青
森
） 

消
防
設
備
点
検
（
昭
和
電
気
） 

▼
１３
日
（
水
）
中
部
上
北
消
防
署
立
入
検
査 

▼
２１
日
（
木
）
ＮＨＫ
東
北
番
組
審
議
会
出
席 

（
館
長
／
仙
台
） 

▼
２６
日
（
火
）
上
北
地
方
小
学
校
図
工
部
会
出
席 

（
織
川
／
六
戸
町
立
開
知
小
学
校
）

▼
２９
日
（
金
）
～
2018
年
１
月
２
日
（
火
） 

年
末
年
始
休
館 

 

▲城南小学校1・2年生見学の様子 

   2017年も皆様に支えられ、一年を過ごすことが出来ました。 

有難うございました。来年も宜しくお願い致します。 

▲全国やぶさめ女子部の皆さん 
▲右：鷹山賞（小学生の部） 

 寺戸 裕亮 さん 

 左：鷹山賞（中学生の部） 

 三上 直 さん 

熱心に絵馬の観覧をしています 
学芸員の解説を一所懸命に聞いています 
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「
母
へ
の
想
い
が
描
か
れ
た
作
品
」
（
鷹

山
ひ
ば
り
・
鷹
山
宇
一
画
集2

0
1
4

年
版
38

頁
）
と
い
わ
れ
る
「
少
年
の
日
の
佛
陀
」
。

こ
れ
が
お
そ
ら
く
鷹
山
宇
一
（
以
下
「
宇

一
」
と
い
う
。
）
が
油
彩
で
初
め
て
蝶
を
描

い
た
作
品
と
思
わ
れ
ま
す
。
制
作
さ
れ
た

の
は1

9
4
7

年
（
昭
和

年
）
、
終
戦
の
二
年

22

後
で
す
。
年
譜
に
よ
る
と
こ
の
年
宇
一
は
、

第

回
二
科
展
（

月

日
～

日
、
東

32

9

1

19

京
都
美
術
館
）
に
「
黄
昏
」
、
「
少
年
の
日

の
佛
陀
」
、
「
め
ざ
め
」
の
三
作
品
と
第
２

回
絶
対
象
派
協
会
展
（

月

日
～

日
、

10

21

25

銀
座
・
北
荘
画
廊
）
に
「
軟
風
」
、
「
た
そ

が
れ
の
歌
」
、
「
朝
」
の
三
作
品
を
出
品
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
六
篇
の
作
品
の
う
ち

蝶
が
描
か
れ
て
い
る
作
品
は
「
少
年
の
日

の
佛
陀
」
と
「
た
そ
が
れ
の
歌
」
の
二
篇

で
す
。
（
た
だ
し
「
軟
風
」
は
不
明
）
。
制

作
さ
れ
た
の
は
ど
ち
ら
が
早
い
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
発
表
さ
れ
た
日
付
か
ら

は
「
少
年
の
日
の
佛
陀
」
が
先
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
描
か
れ
た
蝶
の
数
は
「
少

年
の
日
の
佛
陀
」

頭
（
注
）
に
対
し
て

18

「
た
そ
が
れ
の
歌
」
は

な
い
し

頭
と

44

45

驚
く
べ
き
多
さ
で
す
。
こ
の
年
以
降
半
世

紀
に
渡
り
「
蝶
の
画
家
」
と
し
て
の
地
位

を
不
動
の
も
の
と
し
て
い
く
宇
一
で
す
が
、

一
つ
の
作
品
に
描
い
た
蝶
の
数
は
多
い
も

の
で
も
せ
い
ぜ
い

、

頭
で

頭
を
超

15

16

20

え
る
も
の
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

改
め
て
調
べ
直
し
て
み
る
と
、1

9
5
5

年

（
昭
和

年
）
か
ら
始
ま
っ
た
「
遊
蝶
・

30

花
」
シ
リ
ー
ズ
の1

9
6
0

年
代
の
作
品
に
20

頭
、
そ
し
て
宇
一
が
亡
く
な
る
前
年
の1

9
9
7

年(

平
成

年)

の
「
古
城
幻
影
」
に

9

23

頭
の
蝶
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

偶
然
な
の
か
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
蝶

を
描
き
始
め
て
丁
度

年
後
の
作
品
が
呼

50

応
す
る
か
の
よ
う
に
二
番
目
に
多
く
の
蝶

が
描
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
宇
一
が
最
初

に
蝶
を
描
い
た
作
品
と
生
涯
で
最
も
多
く

の
蝶
を
描
い
た
作
品
が1

9
4
7

年
（
昭
和
22

年
）
に
発
表
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
し
か

も
祝
福
す
べ
き
こ
と
に
こ
の
年
宇
一
は
妻

帯
し
て
い
る
の
で
す
。
三
重
に
記
念
す
べ

き
年
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
「
少
年
の
日
の
佛
陀
」
に
描
か
れ

た
蝶
は
何
と
い
う
名
前
（
種
名
）
の
蝶
な

の
で
し
ょ
う
か
。
趣
味
で
青
森
県
内
を
中

心
に
蝶
の
分
布
・
生
態
を
調
べ
て
い
る
者

と
し
て
は
一
層
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
蝶
の
種
類
数
に
つ
い
て
は
温
暖

化
な
ど
の
影
響
で
毎
年
変
動
し
て
お
り
、

正
確
に
述
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
青
森
県
内

か
ら
は1

1
0

種
、
日
本
全
国
か
ら
は3

3
0

種
、

世
界
か
ら
は
約
二
万
二
千
種
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
描
か
れ
た
蝶
に
よ
っ
て
は
実

物
と
大
き
さ
、
翅
の
形
、
色
彩
、
斑
紋
が

不
明
な
も
の
も
あ
り
、
ま
た
同
じ
色
彩
の

蝶
で
も
例
え
ば
緑
色
の
小
さ
な
蝶
ミ
ド
リ

シ
ジ
ミ
の
仲
間
は
日
本
産
で
も

種
類
も

8

あ
り
、
翅
の
裏
面
の
微
妙
な
斑
紋
の
違
い

か
ら
同
定
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
同
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た

が
、

頭
の
名
前
（
種
名
）
が
判
り
ま
し

12

た
。
描
か
れ
た
蝶
の
外
形
を
ト
レ
ー
ス
し

て
番
号
を
付
し
、
名
前
を
示
し
ま
し
た

（
図
１
）
。
全
て
日
本
産
と
思
わ
れ
ま
し

た
の
で
私
の
手
持
ち
の
標
本
で
描
か
れ
た

蝶
を
再
現
し
て
み
ま
し
た
（
写
真
１
）
。

不
明
な
蝶
６
頭
は
例
え
ば
赤
い
シ
ジ
ミ
チ

ョ
ウ
と
思
わ
れ
た
も
の
は
ア
カ
シ
ジ
ミ
、

ベ
ニ
シ
ジ
ミ
で
代
用
し
、
（

）
内
に
代

用
し
た
蝶
の
種
名
を
示
し
て
あ
り
ま
す
。

ど
う
で
し
ょ
う
か
、
色
彩
、
配
置
、
さ
す

が
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
「
た
そ
が
れ
の
歌
」
に
描
か
れ

た
よ
う
な
多
く
の
蝶
の
標
本
を
宇
一
は
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
し
ょ
う
か
。
想
像
す
る
に
、
戦
後

の
食
糧
難
の
時
代
、
糊
口
を
凌
ぐ
た
め
に

出
版
社
か
ら
蝶
の
図
鑑
の
画
の
依
頼
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
戦
時
中

禁
じ
ら
れ
た
昆
虫
採
集
が
戦
後
に
な
っ
て

復
活
し
、
昆
虫
少
年
た
ち
の
採
集
意
欲
を

駆
り
立
て
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
蝶

を
は
じ
め
と
す
る
昆
虫
の
カ
ラ
ー
図
鑑
だ

っ
た
の
で
す
。
私
が
所
蔵
す
る
古
い
図
鑑

は
昭
和

年
（1

9
5
5

年
）
に
出
版
さ
れ
た

30

江
崎
悌
三
共
著
の
「
学
生
版
原
色
昆
虫
図

鑑
」
（
北
隆
館
）
で
す
が
、
図
版
は
全
て

手
描
き
で
す
。
宇
一
に
そ
の
依
頼
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
神
（
仏
）
の
思
し

召
し
と
し
て
作
品
の
糧
と
す
べ
く
修
練
に

励
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ピ
ン

で
止
め
ら
れ
た
多
く
の
蝶
の
展
翅
標
本
を

宇
一
は
作
品
の
中
で
解
放
し
よ
う
と
し
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

注
）
蝶
は
１
頭
、
２
頭
と
数
え
ま
す
。

※
本
論
考
は
「
鷹
山
宇
一
画
集
」
（2

0
1

4

）
に
依
っ
て
い
ま
す
。
な
お
敬
称
は
省

略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

★

日

本

鱗

翅

（
り

ん
し
）
学

会

会

員

の
對

馬

康

夫

氏

（
美

術

館

研

究

員

委

嘱

）
よ
り

鷹

山

宇

一

先

生

の

絵

画
に
登

場

す
る
「

蝶

」
に
つ
い
て
、

専

門

的

な
観

点

か
ら

執

筆

し
て
頂

き

ま

し
た
。
本

号

と

次

号

の

２

回

の
連
載
と
な
り
ま
す
。

★

平

成

年

に
三

沢

市

在

住

の

23

赤

石

一

路

様

よ
り

貴

重

な

蝶

の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄

贈

を

受

け

、
美

術

館

ロ
ビ
ー

に
展

示

し
て
お
り
ま
す

の

で
、
ご
自

由

に
扉

を
開

け
て
美

し
い

蝶
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。



8

新
規
会
員
入
会
お
誘
い
の
お
願
い
と

友
の
会
会
員
登
録
更
新
の
お
願
い

平
成

年
も
会
員
の
皆
様
に
は
、
友
の
会
運
営
に
多
大
な
ご
理

29

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

新
し
い
年
も
友
の
会
で
は
、
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
の
応
援
と

会
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
研
修
旅
行
、
講
演
会
等
を
企

画
し
、
微
力
な
が
ら
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

な
お
、
更
新
及
び
新
規
入
会
手
続
き
は
、
美
術
館
窓
口
と
同
封

の
郵
便
振
替
に
よ
り
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
友
の
会
の
事
業
内
容

①
県
内
外
美
術
館
研
修
視
察
旅
行
（
年
２
～
３
回
）

②
海
外
美
術
館
研
修
旅
行

③
美
術
館
作
品
購
入
基
金
へ
の
協
力

④
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

⑤
会
報
の
発
行

⑥
そ
の
他
（
美
術
講
演
会
の
開
催
等
）

○
一
般
会
員

会

費

（
個
人
）

年
度
会
費

３
千
円

特

典

①
無
料
入
館
券
３
枚
。
会
員
証
提
示
に
よ
り

入
館
料
２
割
引
き

②
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
１
割
引

③
研
修
会
、
講
演
会
へ
の
招
待
、
優
待

④
他
美
術
館
等
の
視
察
研
修
へ
の
優
待
参
加

⑤
会
報
の
配
布

○
特
別
会
員

会

費

（
個
人
・
法
人
）

年
度
会
費

１
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

Ⅰ
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・
法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
１
名
ま
で
無
料
入
館

Ⅱ
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

○
賛
助
会
員

会

費

（
個
人
・
法
人
）

年
度
会
費

２
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

Ⅰ
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・
法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
３
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

③
特
別
企
画
展
の
都
度
、
招
待
券
を
贈
呈

◇
詳
し
く
は
、
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
お
知
ら
せ

と
お
願
い

★
会
費
の
納
入
は
随

時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
が
、
平
成

年
30

３
月

日
迄
に
新
規

31

会
員
と
な
っ
た
方
は

平
成

年
３
月

日

31

31

ま
で
の
会
費
と
な
り

ま
す
。

新
規
会
員
入
会
の

お
誘
い
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

★
会
報
第

号
を
お

89

届
け
し
ま
す
。

本
年
も
友
の
会
会

員
各
位
、
鷹
山
宇
一

記
念
美
術
館
の
ご
協

力
を
頂
き
充
実
し
た

会
報
を
お
届
け
出
来

ま
し
た
こ
と
を
深
く

感

謝

申

し

上

げ

ま

す
。
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。

来
た
る
べ
き
年
も

友
の
会
発
展
の
た
め

に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成

年
、
皆
様

30

の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

（
照
井
壽
一
）

少 年 の 日 の
佛 陀

油 彩 1947年

66 . 0 × 5 3 . 0

第 ３ ２ 回

二 科 展 出 品

右 ： 写 真 １

「 少 年 の 日 の 佛 陀 」

に 描 か れ た 蝶 の 配

置 を 標 本 で 再 現

１ ．ダイセンシジミ
２．ツマキチョウ
３．カラスアゲハ
４．サカハチチョウ
５．ギフチョウ
６．不明（ウラナミアカシジミ）
７ ．ヒオドシチョウ
８．不明（アカシジミ）
９．アゲハチョウ
１０ ．ミドリシジミ
１ １ ．不明（ベニシジミ）
１ ２ ．不明（ベニシジミ）
１３ ．ベニシジミ
１４ ．チョウセンアカシジミ
１５ ．不明（スジホソヤマキチョウ）
１ ６ ．不明（スジホソヤマキチョウ）
１７ ．ヒサマツミドリシジミ
１８ ．ウスバシロチョウ
※（ ）は再現に用いた標本

右下図１：「少年の日佛陀」に
描かれた蝶の名前（種名）


